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霞逮アジア各地図の範囲

アジア地質図の範囲;I

アジア箔漉天然ガス地図･アジア鉱産分布図の範囲=I+]I

アジアの地質鉱産に関する国際連合出版物

本誌16⑪号にエカフェ事務局の仕事を紹介申し上げた

カミ案外しられているようで日本ではしられていたい

同局関係の出版物をこんどはここにご紹介申しあげよ

うと思う.この出版物には大きくわけて次のような

ものがある.

ユ)地図類

婁)単行本叡)

戩

�

�

喬鉱産物ごとに護&めたもの

毎年のアジア各園における地質鉱産

関係の滑動を巌をめ花もの

工湾フ楓室催の会議ゼミナｰル見

学旅行などの報告

その他

エ)の地固類で現在までに出版され花もはの500万の1のアジ

アの地質囲石油および天然ガス地図それに鉱物分布地図

の3つである

単行本は篤いたいMi鵬τa工Re§㎝雌§D概餐1op釧t

S出鑓何号という番号がついていて以下カッ鴛内にし

るす番号はこの番号である.

2)a)の各鉱産物ごとにまとめたものは不定期にでるが今

襲ででたものは石炭および鉄鉱(王号)褐炭(?号)

鰯鉱鉛鉱醒鉛鉱(14号)錫鉱(23号)肥料原料鉱物

(婁3号)な星で勘る

2帖)は短年でる酬源則の年鑑のようなものであるが2

牢まとめたリしたもの淋あり工953寧以降閑版蜜飢簸漸の

ものは!94ト65年以0年閥をとリ扱棚恕2蹄である｡蝸8

卒げ､五目視荏ではこれが擾近のもので閣下編集中伽9

66年に関するものは抽そらく1968隼後半は盆脳飯きれよう

2)c)には現在の所8冊あって蝸蹄郷泳一ストヲリア褐

炭産業調査団の報告工95δ年の碩欧ソ遠地質調査鉱業調査

団のそれ19δ9年のアメリカ合衆麗句テダ地質調査鉱業調

バンコク

エカフェ事務局通信④

沢田秀穂

査団の報告19δ8年の鶏一回石油資源開発シンポジウム報

告1960年の航空探査ゼミナｰルの報告ユ962年の第2回

石油シンポジウムの報告ユ963年の地球化学探査ゼミナｰ

ルの報告1964年ヴ妖然ガ汲資源開発利用ゼミナｰルの報

告がそれである

婁)d)には各国の鉱業湊紀関するもの(9号)と油閏ガス田

の実例報告Casehis鮒1㈱(20号)とがある

地図は上記駆出版三関のほか準備中のものに鉱床生

成区図(日本の地質調査所が編集担当)と地質構造図と

カミあり改訂第二版を準備中のものに地質図がある.

出版された地図全部と大部分の単行本とは市販され員

本では丸善などを通して講でも求めることができる､

一般に値喫は割安のようで本文では米ドルで示す秘

もちろんこれぽ相当する円その他の各国の金で買克る｡

それでは次に各出版物について概略の様子をおしらせし

よう.

1)一司アジア地質図Geologica1MapofAsiaand

th㊧F釘rEast

1959年出版これはイランを含まずアフガニスタン以

東インドネシアまでニュｰギニア西半ポノレトガル

領チモｰノレシナ本土カミ入っており樺太(サハリン)

千鳥の大部分都入っていない｡オｰストラリアニュ

ｰジｰランドも入っていない白アジア各国花けで作っ

た最初ヴ)アジアの地質図で万国地質学会(工鵡m銚i⑰蝸1

G繧必gic獲1CQ鴫蝸§)の地質図委員会(C⑪触醐至鎚ioバ航

th慧G嚢中墨玉鯛!滅鞭｡童出㊧燃⑪rゆと協力している｡

つまり同委貴会のアジアぽ関する部分の仕事をエカフェ

が担当していたわけである｡編集11製図をインドの地

質調査所か担当し印刷はインドの測量局が行なってい

る吉でき上りは最初のものであることもあり既刊3図

申もっとも屍劣りがする.出版の費用はアジア各国が

分担した畳500万分の1投影法はL籔狐b蝋C◎泌易1

0曲｡逐雌玉北{c冴◎jectio篶多色刷6図幅に分かれて

いて金部を含勇)せた大きさは!｡8腕刈.80nユ説明書

つきユδ米ドル出版後すでにほぼ10年たち内容体裁

とも改訂の時期はぎているのでインド地質調査所カミ再

び編集主任とたって改訂版の準備中.�
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1)一2アジア石浦･天然ガス幼図Oi1andNa加ralG目s

MapofAs1&&紬完h穫F航E鵡〕962年出版石油天

然ガスァスフアルト滴母頁岩の産状埋蔵量生産

高調査開発状況製油所送油1ガス管の位置などを

示しこれら鉱物燃料の可能性ぽ関連して地質構造地

層を固く.縮尺500万分の王L竈i沁砒Co曲誠Ortho一

㎝0ψ主Ch0畑室i㎝多色刷通関幅全体の大きさは

2.ユ0脈×五.δ0肌説明書祖し販売番号62-1-16

王2.δ0米ドル当時英領ボルネオの地質調査所所長で

あった故F-WRoe博士が編集主任となり卓抜な創意

をもって作成されたもの.印刷はオランダでき上り

は美しい.前記地質図の範囲のほかにイランが加え

られている.

1)一3アジア鉱物会帝國泌1鵬ralDistr1b篶t1oパM1卵

｡fA§1aanδth餐賄㍑a銚工96陣出版鉱物の分布を記

号を以て示す,埋蔵量開発状況赦どは示されてい匁

い｡前記地質図を基図ぼしてその上に面かれているか

ら地質もわか吻で便利｡縮尺投影法は前記2図に

同じ｡多色刷イランを含む｡説明書つき4園幅

全体の大きさほ易.00m×工｡50m販売番号63一五一王8

12.50米ドル編集はインドと員本の地質調査所が共同

主任となり印刷は日本の印刷会社によって行なわれ

でき上りは非常によい.

2)一ε)各鉱魔物ごとに春とめお単行本

⑪アジアの看巌猪よび鉄鉱資源Coa1鋤d工rOnO閉

没鎌｡鮒｡esofAs油and命eF販Ea説(M1鵬ra1Res◎は一

鵬sDeve〕◎P鵬斌SeriesNo,1)1952年出版編集当

時ぽしられていたアジアの看炭･鉄鉱資源の量を示し

調査の不十分なζとを指摘していて第一部が調査の状

況既知資源生産増加の可能性錦二部かごの地域の

ユ9の独立国や植民地について記している､本文15亙頁

英文地図類26頁表4頁附録3頁販売番号1952.

rF.1ユ.50米ドル出版以来すでに工6年をへて古熟

的意味か加わってきている｡M三neralR§sG狐rce§De一

マeiop皿邑ntSef1㈱N鶯㎜b甲は印刷されてい狂いが同

集の第1号である､

②アジアの褐炭賛源L三夏曲e賄sour㏄sofAsiaand

theF鮒脂st,加ir飲工･lo曲⑪驚､腺plo1tationaηd

U舳鯛t1ol〕(M-R.D.SNo.7)工957年出版

本書はアジアにおける褐炭費漁の編集当時の状況をの

べ探査採掘選鉱加工利用ぽついて多くの図

版を用いて紹介している､とくに重点がおかれている

のは露天ぼりと火力発電/こおける利用との二点である.

エカフエ構成顧の移リ蛮ヅ(1947～1966)

｡,㌶亨

第工章アジアの褐炭の賦存状況と生産.

第2章褐炭鉱床の探査開発(探査坑道ばり露天ばり探

査採炭作繋の失敗例をその理由)

第3章処理(原炭の選炭運搬貯蔵乾燥ブリケット製

造炭塵製造Ii募n伽d鵬tpr◎a㏄t1o汎

d昭a§搬晩曲亘ユガス化)

第4章利用(火力発電用鉄鋼製造用家庭用事工業用

農業用その他多)産業用肥料動力源燃料合成ゴ

ムその他の化学製品などの製造上の原料として)

となっている｡本文134頁英文園80販売番号

195?,工I.K3｡ユ.50米ドル①とともに編集当時有炭欝

源がアジアで最も注員をひいていた鉱産物の一つであ

ったことを示す点で歴史的意義もある｡後にのべるM

R五S.蝸｡3のオｰストラリアの褐炭産業の見学旅行と

ともに当時のアジア諸国の産業界に与えた貢献と刺戟

とはその後のエネルギｰ源の著しい変転のために当初期

待された穫ではなかったかもしれ溶いがたお十分評価

されていいのではなかろうか.

蟻)アジアの鋼曲鍋里離1鉛敏資源COPper早L鯛d

鋤3Z呈烈｡O蝸涙嚢馳雌｡esofA蔓iaand出e臨r

y鼠銚(瓜4,R.工).S.N似エ遂)1960年干u�
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エカフェ事務局で各種資料を編集したものでその原

稿についてアジア各国政府の意屍を求め10か国からの返

事をえてこれをもとりいれ最終原稿としている｡内

容は緒言(世界全体の生産と埋蔵量との関連におけるア

ジアの位置当時の銅･鉛由亜鉛事庸将来の計画)

14の国･植民地別の各論文献｡本文63頁英文

3表10図販売番号60-I.R8.2米ドル

④アジアのボｰキサイト鉱資源とアル嚢二カム工業B鼠岨ite

OreResourcesandA玉um三niu㎜亙篶dustryofAsia

mdtheFarEast(M.R.D.S.No､?)1962年刊

この報告はエカフェの鉱物資源開発小委員会で以前に

提唱されたボｰキサイト資源とアルミニウム工業とに

関するシンポジウムま花は会議を開催すべきかどうか各

国政府が決定する資料としてエカフエ事務局がとりまと

めたもので同局手もとの資料による原稿とこれに対す

る各国政府の意見と追加資料とによる､内容は

第エ章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

結論

アジアの栄一キサイト資源

アジアの泰一キサイト資源の地質と起源

ボｰキサイトからアルミニウム裏で

アルミニウム関係の技術

アジア各国のアルミニ汐ム生産と塗建能力'

アジア各国におけるアルミニウム加工慶業

アジア各国のアルミニウムの消費と将来の需要傾向

文献本文51頁英文11図販売番号63.n.F.

2.0.75米ドノレ

⑤アジア才一ス終ラりアの錫鉱丁三エユO蛇R鑓｡雌･

cesofAr至aa皿dA雌tra1i注(MR似S.No.23)1964

年刊

この報告はエカフ黒事務局の資料とオｰ派トラリア

とアジアの錫鉱を産する国府との政府からの資料とにも

とづいて編さんされたものである.内容は二部に分か

を扱っている.付録としては192δ一脳7年間および!9

R40,75米ドル｡この報告書には新たにオｰストラ

リアが入っているのは同国が1963年エカフェ域内加盟

国となったためである｡

⑥アジアの肥料工業鉱物原料蜜源MineralRaw

N江ater豆慧}Reso洩τcesfortheFerti1虹erIndu就ry三n

AsiaanいheP鮒East(M･R-D.S,Nc,28)1967年刊

この報音書は1967年12月バンコクで開かれた肥料工業

鉱物原料ゼミナｰルに提出された報告の一つで本誌

163号に同ゼミナｰルについて紹介した折おしらせした

ものでその記事をご参照願いたい｡これは1965年ま

でにえられた資料にもとづいてあんだ原稿に対し各国か

ら修正と新しい資料とを求めて再編したものでこれと

2)一h)アジア各国(1962年以降は新たにエカフェの域

内加盟と放ったオｰストラリアニュｰジｰランドが入

る)における地質鉱産関係の活動をまとめたものは19δ3

年刊行のDeve工0pm餐nを｡f跳附a1Res㎝rcesi皿A由

狐dtheF概E減を最初のものとして以後原則的に

は年刊として出版され1968牢1月1員現在で!1冊都刊

行され時には2年を1冊にまとめたものもあり最新

刊のM･KD･S･27号はエカフェ創設20周隼を記念して

!9蝸～65年の期間についてまとめてある.

A)一般駒な演説類

B)アジア地域の鉱物資源の地質調査

C)同地域の固体舷物燃料現況

D)同地域の鉄鉱の現況�
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E)同地域の鉄合金.金属飲物資源

F)同地域の非鉄金属鉄物資源

となっている･1953年刊本文366頁英文販売

番号1953.n･F.5.3,50米ドル(本報告にはM.R.D-S.

Noは印刷されていない.)

②Mi11ing眺鴨至叩加鋤鳩虹Asi&釦1d批§歴航

East事1953一蝸舷(M凡D.S｡恥4)螂逐年刊

アジアの鉱業活動の年鑑としては印刷物となった最初

のもの一内容は新鉱床の発屍新坑開発一中小鉱山

選鉱施設の設置拡張を含む肺および鉱物生産の経済

的観察一資料は大部分各国政府の提供｡第王部がと

りまとめと予測で対線は燃料鉄鉱と鉄含金原料鉱

物資源非鉄金属貴金属軽金属非金属鉱物資源

鉱産関係政策鉱産開発篤2部は域内20の独立国と植

民地の各輪本文83買英文地図ユ8販売番号19蛎､

n且20.70米ドル

③MiningDevelop㎜e趾sinAsia狐d仙e胸r

晦st･19酪鷲闘(脱駄岱･S･猟｡勾玉9闘年刊域

内鉱業発展年鑑の策2号.ユ954-55年分の第工部と第

2部および1945年一工964年の1⑪年間の域内のおもな鉱業

発展を扱った付録とからなる.第一部は鉱物調査鉱

業法規鉱産関係機関生産(燃料鉄鉱鉄合金鉱資

源(非鉄金属鉱資金属鉱資源軽金属放射能鉱物非

金属鉱物)第2部はアフガニスタンをふくむ卿の独立

国植鼠地の各論である.北ベトナムの取り扱われて

いるのは六号が最後で以後の年鑑にはあらわれない.

本文70頁英文販売番号1956.n.R4.O.70米ドル

④珊nin磐脱禍玉⑪蝉工e趾si皿As油棚dt}鳩遭航

翻徽§t,五956(篶墾｡澱.蔓入S-N⑰.8)1957辞三千j

鉱業発展年鑑第3号.19δ5年7月五員から1956年王2月

30員裏での期間を扱い資料はおもに各政府からのもの.

第ユ部は燃料鉄鉱鉄合金鉱非鉄金属鉱軽金属と

その鉱石類その他の鉱物と各種鉱物製品に関する一般

的記述.第2部は域内20の独立團植民地の各論で

六号では中共は取リ扱われていないし北ベトナムもない.

付録として域外国中オｰストラリアン連アメリカ

合衆国について鉱業の発展をのべている.本文63頁

英文販売番号1957,n.F.4.0.70米ドル

⑤蝿五五囎眺総玉鞭鵬瓜si瓜如油繊逆元胎亙雛

臨st｡王957(搬見狐駄N⑰羽)蝦闘年刊

鉱業発展年鑑第遂号資料源はおもに各国政府.第1

部の内容は繭母同様放射能鉱物も扱われている.第

2部は2閉独立国1植民地を扱い中共がその中にはい

っている､本文δO頁英文販売番号59.n.F.4.

ユ.3δ米ドル

⑱)熟翌量孤童汲蜜頂)e繋鰭亙⑪pInent轡inASiaa五i逆the亙秘芹

臨餐竜一鑓8(眈R瓜S仙No-13),1960年刊

鉱業発展年鑑篤δ号資料は為もに各国政府による.

第王部は前号と同叡第黛部ははイランが加わり21

の独立国1植民地｡印共が祖く匁る.本文37頁英

文販売番号60.n.F.4.1.50米ドル

⑦撒虹版蟹晩鴻1op獅eI漁i並Asiaan並眺慧蝸r

臨st｡五959(脱鼠瓜S.No.且5),1961年刊

年鑑第6号資料はおもに各国政府による.第1部は

前号同様の各種鉱物についての生産･新鉱床の探紺開

発鉱物およびその製品の貿易第2部では22の独立国

植民地が扱われ中共がまた現われる.本文48頁英

文販売番号61.n.F-3.0.75米ドル

⑧跳皿hgD蹄e王叩men辻sh血siaandthe肋r

廻ast1960(M･R.D-S.No.16)夏962隼干聰

年鑑第7号資料おもに各国政府のもの内奔は緒言

第1部第婁部で第王部とじてはおもた鉱産物につい

ての本城の情況(鉱物燃料その他前号と同様)第2部

は21の独立国1植民地の各論中共がまた消え以後現在

まで現れない.本文85頁英文地図27があって14の

国の鉱物分布を示している.販売番号62.rF･6.

ユ.50米ドル

⑨Mi皿i皿gD研靱鞭搬航毛Si皿盗§抵繊級枇轡箆雛

がおくれ六号も2年後の1963年の刊行となっている.

この件については後にふれる.

⑩Mi1■i皿gDeYe1o岬e瓜tsi11Asiaandthe腕r

皿鵬t呈(脱駄双S｡腕皿擁)王964年刊年鑑第9号

資料はおもに各政府から内容は前号と同様第2部の

国別各論には六号から新たにオｰストラリアとニュｰジ

ｰランドが知り裏た前号凄での英領ボルネオマラヤ

連邦がなくなりブルネイとマレイシァになる.本文

74頁英文ネパｰノレの鉱物分布図がある.販売番号�
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64.I工.F.ユ3.1米ドル

⑪M虹i皿g眺鴻bp澱搬総量皿As畑狐磁油鯵臨r

臨st,1963(帆蕊瓜鼠No.拠)､1965年刊

年鑑第10号資料源内容とも前号同様本文67頁

英文販売番号65.n.F.14.エ米ドル

⑫Mi皿i鴫眺velo脾鋤掴童双如i級鋤d伽㊧更砒

E鵬t埋AT甲舶吋一Ye破(蝸蝸一盈鮒馨)臨マ油w加

COm胴縁mOr裁拓仇翁便榊趾ie倣A瓜及童軍儀鯛鮒yOf

ECA亙週(雌｡R.D皿S皿No.27),エ祭67年刊

年鑑第11号前にのべたようにエカフェ20周年を記念し

て1945-6ξ年の期間を扱ったもの,資料源内容は前

号と同様｡中共北ベトナム北鮮外蒙酉サモア

ほない｡本文136頁英文表が101もあり2◎年間

にわたる記録を示すものも多く色々の方表のお役にた

つのではたいかと思う.販売番号67｡皿正ユ2.2.50米

ドル

2)一6)エカフェ主催の会議ゼミナｰル見学旅行だ

との報告としては現在までに次のような合計9肝が出

版されている.

①オｰスト引jアの褐炭産業TheAustralね｡Li馴ite(Br◎一

w双Coal)Industry玉nRelat三〇ntoth奮D嚢蝸1opment

ofLowGエadeC◎星1D理◎s三t嚢inA曲(M.R.D.S,

No-3)1954年刊

アジア各園の褐炭専門家の調査団が五953隼オｰストラ

リアを訪間した時の報告で当時のアジアのエネルギｰ

資源事廣を象徴するとも考えられる.内容は第!部が

調査団成立の経過をのべ第2部はオｰストラリア褐炭

産業事庸の概述篤3部がオｰストラリアにおける褐炭

ット刷り資料番号ST/TAA/甑R.C/ユ50.75米ドル

M.R.D.S.No.は印刷されていない.

②蔓一Qツバおよびソ連の地質調査と鉱業の発麗

GedogicaIS岨蝸y鋤dM1in童n纂D帥嚢1o脾ユ棚tin

EuropeandintheUSSR-R鞭｡r言｡f{獲S泌伽GrQup

ofGeologists狐dMinin憂猛鴛凄三鵬敬sfr伽孤A出勤d

theFarEastontheirVlsittoWestem亙雌卯帥nd

theSovietUnio汲(M.RnS-No.6)工蝸8年刊

1955年アジア各団から西欧およびソ連に行った地質･

鉱山技師たちの見学国の報沓｡この見学旅行の目的は

(星)肩炭と金属との探査に関連しての全国的地質調査の構成

と計画

(b)初級地質技師1採鉱技師の賛月麟

(C)調査･探査の方法･機器

(d)眉凌｡金属鉱物の探査･開発

校とについて学ぶにあった｡この報告は

第王章緒言

箪婁章全鰯的な地質調査の構成と計画

第3章地質技鰯･採鉱技師の訓練

箪遂章調査1探査の方法1機器

繁δ章燃料鉱床の探査･開発

繁6章鉄鉱1鉄合金鉱物欝源の探査1開発

篤7章非鉄金属鐵物資源の探査1開発

第8章動魯付録

と放っている｡木文215頁英文3!図資料番号

sT/TAA/SER.c/271.50米ドルこれもM,R.D,s.NQヰ

カミ印刷されていたい.

料番号ST/TA0/SER℃/52M.R.D,S,Nc.はなく

同集の申にも入ってい恋い｡タイプオフセット刷り.

値段赫なく市販されないものと思われる骨

④アジアの石漁驚源開発に関するシンポジウム報告

Proc搬d1n騨紬出健Sy狐災⑪轟iリ肌◎n出eDevelo浸ment

ぷP飲♂鋤脈Re§む雌｡鑓◎壬Asi鼓棚dtheF砿E鯛t

(M･Rn&No.工O)ユ959年刊.王蛎8年インドのニュｰ

デリｰで開かれた同シンポジウムの報告とおもな提出報

文類とをまとめたもの｡第ユ部はシンポジウムそのも

のの報告第2都カミ技術的松報文類をあっめたもので

一般的報文エカフェ地域全体に関するもの域内各国

の石油資源開発に関するもの域外各国の石油資源開発

に関するもの看滴資源開発に関する諸規則についての

ものたど,地図類と図類とは別冊付録となっている｡

販売番号1959･■･F･3本文251頁英文2.50米ドル�
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別冊付録はM.R.D.S.No.工0Annex,販売番号59.U,F.

3.(Anη跳)地図および図カミ72ユ.00米ドル｡

(勤航蜜鰯奮溝ぷ機翻笈関賛義恕嚢淡一泌織讃

防｡確鮎聰講説重舶独ユ至重銅N鮒io鵬慧鋤1篶鮒棚浴雛三一

隻1馳鮒鮒泌鮎｡総勘(五鶯鰍油瞭鮒(肱地D芯狼籔｡鋤

五960集刊螂0牢潔イのバン滋錠懇符溶われ花岡竜ミ汰

一ルの報告とお恋な縫熾報爽類塗を凄些沸花もので蔓

の竜薫テｰルの質的は次の畿簿なもの樽孤､ての基礎

的情報をひろめるのが員的恐ありた､す棚)ち

(澄)現在使踊事れて成功じ榊唱技手駒機畿

(b)その適踊と限界

(c)このよう加調壷の編成

(曇)本地域でみ滅沈輪殊間題

意⑳報替の第工部は竜薫テｰル悉のものの報告錦婁

部然技術的報菜類恋漢吻ダ災地域⑫航窒調査活動空

帯写真空帯写真測鐙窒串写真解析墾嫌物理探査校

ど終関するもの止水爽蝸7買英文図遂3販売番簿

60｡湿｡亙.s.3.o⑪来渋〃印刷慈槻潅写糞⑮刺忍は悠ず

しも鮮朗でないもの秘おり護怒不当隠縮刷慧れ花園も

彪篇目

⑥厳鮒鑓級滅麟破竃鵬畿餓滋蟻蹴鰍瞬紬滋繊竃艇

眺Y出陣鋤を0f恥t晩如独鰯賄S繊蛆棚0fA幽

鋤δ触遭鮒脇蔑t(瓶臥岱血S｡晦夏8)正鰯年刊

1962年イランのテヘランで行なわれた同シンポジウム

の報告とおもな提出報文類とをおさめたもの｡第叉部

はシンポジウムそのものの報音第2部が技術的報文類

をあっめたもので

�

�

�

�

�

ぎ)

�

石油産業の最近の進歩

とくにユカフエ地域との関連においての石油地質

とくにカフェ地斌との関連においての石淵探査技術1

方法

同じく石油開発技術1方法

同じく天然ガスの生産貯蔵運搬利用

石油探査生産精製配送などの経済

技術的訓練エカフェ地域内の現存施設の調養と将来

の需要一石油資源開発の分野での国連の活動に関する

一報文を付す

二巻に分かれ錦五巻本文488頁英文図184第2

巻本文466頁英文図互39販売番号63｡亙且3.(第

1巻)63.∬工9.(第2巻)各巻それぞれ5.50米ドル

⑰地球化学撰養方溝曲技研ゼミナｰル報告Froceedingsof

th鳶S磧m三孤縦｡瓜Ge◎chenユica1P工｡spectingand

Techniq欄(肱R.I五S.No.21)1963年刊

1963年8月タイのバンコクで催された同セシナｰルの

報告あ室緊提出報文をまとめたもの｡第エ部は竜更テ

ｰタ既鯵怒⑳⑳擁告篤簑部は技術報文類で地球化学

擬憲ぬ各團矧傭況分析技術璽鉱物概査ラナ茅イド

鉱廉鋤滋球犯栄替金属⑳地球化学探査地球化学探査

&悩⑱織物探盤法慈⑳総締蝸珊滴1未然妙然卿地球

化学探麓添糞鋤簑買英文醐?販売番場6選､笈､R｡

派獲山馳*芦ル

⑧策然滋汲欝源鰯繁琴鰯舷義教一泌綴箸搬脱鑓出泌雛甜

腕黛鋤1蝸茎⑩減王鴻映粥王ゆ搬t鋤昌泌搬鮒豆｡孤欲

N湘繍磁搬搬鮒鰯(賊沢鵬｡晦鱗)エ鰯隼刹

ごの報皆は至搬隼工期イ賞ンのテヘランで皿釣ヌ功潤

連技術援助局(獲丁災①)⑳協力をえて闘い花天然ガス資

源の闘鶏と利周に関する竜ミナｰルの報告とおも溶提出

報文をを粘さめ花もので黛部からなり篤五部はセ貧

テｰルそのも⑳⑫報替錦嚢部主襲報文錦獲部は碩胃

別終次⑫8つ熔分がれる1

紬

鷲)

�

ρ)

獲)

亙)

像)

�

爽然嚇渓開講⑳鐙遊ぬ漉幾

突然瀞然禺⑳鰯発1機符1傑塗

漆穣お漢ぴ管襲の､鮒帖み愁策然戴双麓薬

索然撚渓慶繋闘籍の財戯繭

突然漸夙酬嚢搬1貯蔵1鰍謹

索然労渓彰その闘纏鎧産物おの駆党土の講閑麗

索然減渓曇慾⑳関連塗産物差約刺踊

天然ガス開発と天然ガスを基盤とする諸産業建設と

におけるエカフユ全地域としてのとるぺき方策

本文436頁英文図91表u5販売番号66.■､F.6.

5.00米ドル.

2)一d)その他に関する単行本

①鉱業港鏡の調査SurveyofMiningLegisI畳t玉｡皿,

��印散楡�敦敲�捥瑯�楡慮����慳�

(MR.D.&N⑪｡9)1957年刊

この報告カミ用意された目的は各専門家がよそでの経験

に1学んで現存法視紀適当な修正をするよう各自の政府

に勧沓できるように漢だ外国や私企業がこの地域では

どういう条件下に投資昔ねばならぬかがよくわかるよう

にということであった｡内容は一般的考察第五部

一政府側資料による域内15国1穂民地の鉱物関係漆視の

調査第簑部一球界8か国域内4か国の最近の石油関係

法規の比較調査付録としてユ952年のイラク政府と3､

石油会社との間の協定がある,第3部は域外6か国地

域の鉱業法から免らんだ鉱物関係法規の比較調査｡本

文m頁英文販売番号ユ蜥.皿且51.25米ドル

(以下総資へつづく)�




